
クランプ専用塗膜保護材

タッチアップ不要の
吊りチェーンクランプ専用養生材

▶ 国土交通省新技術情報提供システム（NETIS）登録  KT-230257-A

一般財団法人 仮設工業会  吊りチェーン用クランプ認定同等試験基準合格品

ケタッチ

■吊りチェーンクランプは㈱国元商会製の
　〈KS コ型クランプ 5C型〉を使用してください。
　（他のクランプには使用できません）

■ご使用に際しては吊りチェーンクランプの使用
　方法を厳守してください。

■専用締付機はジロー㈱の製品です。
　型番：CST10 - JI
　安全のため本品で締付け確認を行ってください。

「ケタッチ」は一般財団法人 仮設工業会
吊りチェーン用クランプ認定同等試験基準合格

5回までの繰返し使用が可能！

※使用期間 /最長5年以内で可能な

使用回数

https://www. jiro-kk.co.jp

https://kunimoto-s.co.jp

押え板 ゴムリング

養生ゴム

使用状況

クランプ皿板

桁フランジ部

ケタッチ

フランジ厚9mm～32mmまで対応可能



■製造元

■販売元

〒103-0015  東京都中央区日本橋箱崎町 7-8　TEL. 03（6861）8101（代表）

★品質改良のため、製品規格の一部を変更する場合がありますので、ご了承ください。

クランプ専用塗膜保護材ケタッチ

特  長

《2024年1月版》

❶既設塗膜を傷つけません。
　▪養生ゴムにより、吊りチェーンクランプ設置による塗膜の傷を防止します。

❷専用締付機により、緩み・脱落を防止します。
　▪専用締付機を使用することにより、必要な締付けトルクを確実に得られます。

取付手順動画はこちら

▼

【ショーボンド公式チャンネル】

❶準備 ❷ケタッチの取付け ❸吊りチェーンクランプ取付け ❹専用締付機でトルク値を確認

▪鋼板面が外側に
　なるよう折り曲げ
　ます。

▪ゴムリングを取付けます。
　ゴムリングを確実に本体フック部
　にかけて、はずれないようにしま
　す。

ゴムリング 本体フック部

フランジ
端部

▪フランジ端部にゴムリングが密着
　するまでケタッチを押し込みます。

▪クランプとケタッチの中心を合わ
　せて、ズレがないよう取付けます。

▪インパクトレンチ等でクランプの
　ボルト締付けを行います。

▪専用締付機で締付け、ボルトが指
　定のトルク値になっているか、必
　ず確認してください。

▪専用締付機はボルトが指定のト
　ルク値になると自動で止まる設
　定になっています。
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▪①のケタッチを⇧マーク（下写真）
　が上向になるように桁フランジ
　（9mm～32mm厚）に取付けます。

UP

マークが上向に
なるように設置

《指定トルク値 ＝ 4kN・cm》

●専用締付機等で、定期的（3ヶ月に1回を目安）にトルク値の確認を行ってください。
●フランジ厚 9mm～32mmまで使用可能です。使用範囲を遵守してください。
●使用期間は最長5年間です。使用開始日・期間の記録簿を保管してください。
●使用開始から5年以内は最大5回までの繰返し使用が可能ですが、5回以内であっても
　使用最終日が5年間を超える使用はできません。
●同じ現場内のクランプの盛替も使用回数 1回に含まれます。2回目以降の取付けも、毎
　回、必ず取付け方向（上下）を確認して取付けを行ってください（写真右参照）。
●ゴムや鋼板面に損傷または劣化が見られた場合はただちに使用を止めてください。
●新しい塗膜に使用する場合、本品撤去後の塗装箇所に曇りが生じる場合がありますが、塗膜性能に問題はありません。
●クランプの撤去を行う場合、養生ゴム部分が桁表面に貼り付き、取り外しにくい場合があります。これはゴム特有の
　粘着現象で、無理に引っ張ったりせずに1～2分間放置していただければ容易に外れます。
●ゴムリングのみの別売は取扱店にお問合せください。

使用上のご注意 このマークが上向になるように
設置してください。
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取付手順

〒102-0093  東京都千代田区平河町2丁目3番19号   TEL. 03（5214）8070（代表）

●取扱店
建設資材のメーカー商社


